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投与群(G1(M)); Os投与群(G2(O)); 麻黄湯+Os投与群(G3(M+O)); Za投与群(G4(Z)); 麻黄湯+Za投与群(G5(M+Z))。麻黄
湯、Os、Za のいずれも投与されなかった群を対照群(G6(C))とした。発熱期間を疾患の回復の指標とし、患者あるいは
その親が 37.5度以上であることを報告した時間を発症の時間とした。患者の両親らには少なくとも 1日 3回の検温の記
録を依頼し、また、麻黄湯、Os、Za を投与した時間や、異常行動の有無の記録も依頼した。体温が 37.5 度未満になっ
た時間で、その後 48時間以上解熱が確認できた場合、患者の解熱時間とした。 
インフルエンザ A (n=150)では、投与後発熱期間は、G2(O)に比べ、G3(M+O)と G4(Z)で有意に短かった。発症後発熱期
間に関しては、G1～5の発熱患者累積比率を G6(C)のそれと比較したところ、G1(M)、G3(M+O)、G4(Z)、G5(M+Z)では有意
差を認めたが、G2(O)では認めなかった。インフルエンザ Aのうち 5歳以下(n=54)では、投与後発熱期間は、G2(O)に比





果があったとは言い難かった。本研究が行われた 2008-2009年シーズンは、日本において Os耐性インフルエンザ A(H1N1)
が広く流行し、国立感染症研究所はインフルエンザ A(H1N1)の 99.6％が Os耐性であると報告した。さらに千葉県衛生研
究所による、同シーズンにおけるウイルス分離の報告は、A(H1N1)が 144検体、A(H3N2)が 52検体であった。これらの報













NAI の作用機序と異なっており、ウイルスが NAI に対して耐性である無しにかかわらず、麻黄湯には単剤投与でも NAI
との併用においても、インフルエンザ治療に対して幅広い適応が潜在していると考えられた。 
本研究の結果、Osの有効性が減弱していたと考えられるインフルエンザ感染症において麻黄湯は有益で、特に適応の
理由などにより Zaが使用できない 5歳以下の小児においても有益であったことが示された。 
